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 559 名を対象に、Dental Anxiety Scale および Dental Anxiety Question を用いて、歯科恐怖と歯科治療に対する
意識に関するアンケート調査を実施した。 
２. 物理的特性および発音機序の検討 
 診療室において、動作条件および切削条件を組み合わせ、発生音を計測した。国内外の 12 種のタービンを実験に
用いた。精密騒音計および騒音解析装置にて騒音レベル測定と FFT 分析を行った。同時に DAT レコーダーにて収録
し、音響解析ソフトにて周波数スペクトラム分析を行った。 
３. 印象評価実験によるタービン音の音質評価 



































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、歯科切削音と患者心理、タービン音の物理的特性および発生機序、印象評価実験による音質評価、患者
が知覚する骨導音について解析したものである。 
 その結果、タービン音は、基本周波数とその整数倍音からなることが明らかとなり、その発生機序として共振の関
与が示された。また、タービンの音質の構成因子および不快感に関与する周波数成分が示され、8 kHz 以上の周波数
帯域が不快感に関与することが明らかとなった。さらに、タービンによる歯牙の切削により、可聴気導音と可聴骨導
音に加え、患者の不快感となりうる超音波骨導音も発生することが明らかにされた。 
 以上の研究成果は、歯科治療時の切削音低減法の開発をめざした研究に新たな知見を加えたものであり、本研究は
博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
